
新病院建設の動き新病院建設の動き 市民の皆さまの大きな関心ごとである病院統合について、
議会の内容や進捗状況などを随時報告してまいります。

令和5年第1回東濃中部病院事務組合議会定例会
令和5年2月16日

（令和4年11月29日以降の進捗状況）

　土岐市議会議場にて令和 5年第 1回定例会が開催され、組合から提出された条例議案７件、予算議案４件、
その他議案 3件について審査しました。審議の結果、すべての議案について可決、認定されました。

土岐市及び瑞浪市休日急病診療所
の設置及び管理に関する条例につ
いて

東濃中部病院事務組合と東濃西部
広域行政事務組合との間の医師確
保奨学資金等の貸付等に係る事務
の事務委託に関する規約について

議案名 内容
提出された主な議案とその内容

　土岐市及び瑞浪市休日急病診療所組合の解散に伴い、
東濃中部病院事務組合がその事務を承継するため必要
な事項を定めるものです。土岐市及び瑞浪市休日急病診
療所は、引き続き開設されます。

　東濃地域の医療機関における医師確保のために東濃
西部広域行政事務組合が行う医師確保奨学金貸付制度
について、新病院に勤務する医師を対象とするため、同
行政事務組合に事務委託を行うにあたり、必要な事項を
定めるものです。
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No.62　令和5年5月1日号

みずなみ議会ちゃんねる。
市議会ホームページ

2～5
6～12
13
14
15
16

委員会の審査報告
市政一般質問
議決結果一覧等
議長副議長あいさつ・委員会の構成
新たなるスタート・委員会の構成
新病院ニュース・どうする議員定数・編集後記

　コロナ禍で中止となっていた土岐川堤防沿いの桜並木「さくらさくらの散歩道」のライトアップが

3年ぶりに行われました。3月25日(土)から4月2日(日)の間、今年は昼だけでなく夜も桜を楽しむこと

ができ、久しぶりの夜桜に酔いしれた方も多かったのではないでしょうか。 

　満開の桜のような賑わいを取り戻し、笑顔が咲き誇るよう願っています。

タイトル「夜桜」　さくらさくらの散歩道　撮影者　加藤典子　様　(明世町)
表紙等に掲載する写真を募集しています。詳しくは市議会ホームページをご覧ください。

どうする⁉ 議員定数
　本年2月の瑞浪市議会議員一般選挙は、1971年に一選挙区制となって以降、初めての無投票と
いう結果となりました。議員は選挙の洗礼を受け当選することで、自信と活力の向上につながり、
議会も活性化することから、無投票という結果は議員にとっても残念であると言わざるを得ませ
ん。この状況を踏まえ、本市議会は、全議員による「議員定数検討会」を立ち上げ、適正な議員
定数について議論を始めました。
　瑞浪市選挙管理委員会委員長は、「市民の投票する機会が失われたことは大変残念。議員のな
り手不足の問題と合わせ、投票率の向上に向けた課題について、市民ともども検証せねばならな
い。」とコメントを出されました。
　3月29日には、瑞浪市連合自治会から市議会に対し、議員定数の適正化等の課題について、
早々に審議し結論を出すよう申入書が提出されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　議会ちゃんねるでは、議員定数に関する検討状況を随時お伝えしてまいります。

16

発
行
／
瑞
浪
市
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

TEL／
0572-67-1112　

FAX／
0572-68-2043　

E-m
ail／

gikaigikai@
city.m

izunam
i.lg.jp

新病院ニュース・どうする議員定数・編集後記



利用者にとって必要な地域の足
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　病院統廃合の背景は、人口減少、少子高齢化に
起因する医療需要の減少、医療従事者の減少であ
る。未来に生きる子どもや孫の安心・安全のため
に、これらの課題解決に手段を講じるのは、我々
の大きな役目である。永く存続可能な新病院にす
るために、事業計画の滞りのない執行を監視する
ことが我々の役目であるため賛成する。

　病院統廃合について、総務省は病床の削減や統
廃合ありきではなく、各都道府県が地域の実情を
踏まえて主体的に取組を進めるとする旨のガイド
ラインを示した。市内に総合病院があることで市
民の命と健康が守られており、厚生病院の存続は
必要と考える。このため、病院統廃合にかかる負
担金を含む一般会計予算に反対する。

【討論】 議第２３号 令和５年度一般会計予算

賛成討論 反対討論

討論
賛
成

反
対

予算決算委員会と本会議で討論が行われ、賛成多数で可決

常任委員会 審査報告
予算決算委員会
令和5年度  当初予算274億9,780万円の審査令和5年度  当初予算274億9,780万円の審査令和5年度  当初予算274億9,780万円の審査令和5年度  当初予算274億9,780万円の審査

　今後、団塊の世代が75歳到達により後期高齢者に移行することか
ら、後期高齢者医療事業特別会計では増加となる一方、国民健康保
険と介護保険は被保険者数の減少が見込まれ、両特別会計予算が減
額となりました。駐車場事業特別会計は、利用者の増加が見込まれ
るため増額となりました。
・後期高齢者医療事業特別会計  6億2,540万円(前年度比2.8％増)
・国民健康保険事業特別会計　34億6,000万円(前年度比10.5％減)
・介護保険事業特別会計      　35億1,820万円(前年度比1.5％減)
・駐車場事業特別会計　　　　 　　3,000万円(前年度比24.0％増)

　令和5年度予算は、瑞浪市総合計画やまち・ひと・しごと創生総
合戦略の実現に向け、地域福祉・子育て支援の充実、将来に向けて
の都市基盤の整備等に重点をおいた事業となっています。令和5年
度に予算化された事業の一部を紹介します。
・東濃中部病院事務組合負担事業　1億6,441万3千円
・出産・子育て応援交付金事業　　　  2,639万4千円
・広域バス路線運行維持補助事業　　　  322万1千円
・地域計画策定支援事業　　　　　　　  563万3千円（P3参照）
・証明書等コンビニ交付導入事業　　  2,376万1千円（P3参照）
・道の駅整備事業　　　　　　　　　  1,698万6千円（P4参照）
・消防指令センター共同運用事業　　  6,034万7千円
・市民体育館施設改修事業　　　　　  3億1,630万円

　水道事業は、収益的収支の収入支出と、資本的収支の支出が増額
となりました。アセットマネジメントによる中央監視施設や水道施
設等の更新工事によるものです。
・水道事業会計の支出予算
　（収益的支出）11億1,180万円(前年度比4.2％増)
　（資本的支出）  5億7,200万円(前年度比6.6％増)
　下水道事業の収益的収支は、農業集落排水施設撤去にかかる工事
費及び減価償却資産の除却に伴い収入支出ともに増額し、資本的収
支の支出は、令和5年度に計画しているポンプ場長寿命化工事が小
規模のため減額となりました。
・下水道事業会計の支出予算
　（収益的支出）14億2,160万円(前年度比9.1％増)
　（資本的支出）  6億5,880万円(前年度比17.2％減)

一般会計
161億円
(前年度比±0.0％➡)

特別会計
76億

3,360万円
(前年度比5.4％⬇)

企業会計
（支出予算計）

37億
6,420万円
(前年度比1.7％⬆)

　マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニなどに設置してある多機能端末で、瑞浪市の住
民票などを取得できるようになります。

各種証明書がコンビニなどで取得可能に

これまでは、証明書等発行の単価が高くなるので導入しないとのことだったが、導入の理由は何か。問

マイナンバーカードの普及促進と、市民の利便性を高めるために導入することとした。答

手数料、証明書の種類など詳細はどのようか。問

手数料は他市の状況も調査して決定していく。取得できる証明書は住民票の写し、戸籍附票の
写し、戸籍（全部・一部）事項証明書、印鑑証明書、所得課税証明書などである。令和６年３
月の開始を予定としている。

証明書等コンビニ交付導入事業　2,376万1千円

地域計画策定支援事業　563万3千円

広域バス路線運行維持補助事業　322万1千円

　東濃５市における消防通信指令業務は、令和８年４月１日から共同運用の開始に向け事業が進め
られます。令和５年度は用地取得及び消防指令センターの建設設計とシステム設計が行われます。

瑞浪市に東濃５市消防指令センターを建設

予算の内訳と、瑞浪市の負担分はどのようか。
予算の内訳は、建設設計委託料1,529万円、システム設計委託料405万7千円、土地購入費4,100
万円である。委託料については各市が人口割、均等割で負担することとなるため、本市の負担分
は約290万円となる。土地の購入については、瑞浪市内の土地のため本市が全額負担する。

答

問

答

　コロナ禍で赤字額が増大している民間事業者が運行するバス路線を維持し、利用者の足を確保す
るために、恵那市とともに補助金が交付されます。

民間バス事業者に対する補助

赤字額に対するそれぞれの負担額はどのようか。
民間事業者が半額負担、残りの半額を均等割と距離割により瑞
浪市と恵那市が負担する。瑞浪市の負担額が322万1千円、残額
を恵那市が負担することとなる。

問

答

　地域の課題解消や将来像の実現に向けて、各地域が主体となって取り組む地域計画の策定に対し
て支援されます。地域の活性化や担い手となる人材育成が図られます。

住民主体の地域計画策定に向けた支援

瑞浪市第７次総合計画との関係性はどのようか。
７次総と連携はしているが、各地区のまちづくり推進協議会が
策定する別の計画である。未来カフェで掲げた地域の将来像を
実現していくための計画を立てていただきたい。

問

答

各地区で開催されたまちづくり講演会

消防指令センター共同運用事業　6,034万7千円

委員会の審査報告委員会の審査報告
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特別会計
76億

3,360万円
(前年度比5.4％⬇)

企業会計
（支出予算計）

37億
6,420万円
(前年度比1.7％⬆)

　マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニなどに設置してある多機能端末で、瑞浪市の住
民票などを取得できるようになります。

各種証明書がコンビニなどで取得可能に

これまでは、証明書等発行の単価が高くなるので導入しないとのことだったが、導入の理由は何か。問

マイナンバーカードの普及促進と、市民の利便性を高めるために導入することとした。答

手数料、証明書の種類など詳細はどのようか。問

手数料は他市の状況も調査して決定していく。取得できる証明書は住民票の写し、戸籍附票の
写し、戸籍（全部・一部）事項証明書、印鑑証明書、所得課税証明書などである。令和６年３
月の開始を予定としている。

証明書等コンビニ交付導入事業　2,376万1千円

地域計画策定支援事業　563万3千円

広域バス路線運行維持補助事業　322万1千円

　東濃５市における消防通信指令業務は、令和８年４月１日から共同運用の開始に向け事業が進め
られます。令和５年度は用地取得及び消防指令センターの建設設計とシステム設計が行われます。

瑞浪市に東濃５市消防指令センターを建設

予算の内訳と、瑞浪市の負担分はどのようか。
予算の内訳は、建設設計委託料1,529万円、システム設計委託料405万7千円、土地購入費4,100
万円である。委託料については各市が人口割、均等割で負担することとなるため、本市の負担分
は約290万円となる。土地の購入については、瑞浪市内の土地のため本市が全額負担する。

答

問

答

　コロナ禍で赤字額が増大している民間事業者が運行するバス路線を維持し、利用者の足を確保す
るために、恵那市とともに補助金が交付されます。

民間バス事業者に対する補助

赤字額に対するそれぞれの負担額はどのようか。
民間事業者が半額負担、残りの半額を均等割と距離割により瑞
浪市と恵那市が負担する。瑞浪市の負担額が322万1千円、残額
を恵那市が負担することとなる。

問

答

　地域の課題解消や将来像の実現に向けて、各地域が主体となって取り組む地域計画の策定に対し
て支援されます。地域の活性化や担い手となる人材育成が図られます。

住民主体の地域計画策定に向けた支援

瑞浪市第７次総合計画との関係性はどのようか。
７次総と連携はしているが、各地区のまちづくり推進協議会が
策定する別の計画である。未来カフェで掲げた地域の将来像を
実現していくための計画を立てていただきたい。

問

答

各地区で開催されたまちづくり講演会

消防指令センター共同運用事業　6,034万7千円

委員会の審査報告委員会の審査報告
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　道の駅の運営方法及び運営主体の検討等を行うため、民間事業者から広く意見、提案を求めるサ
ウンディング型市場調査が実施されます。

道の駅の運営方法を民間事業者からの資料収集

サウンディング調査の手法はどのようか。
コンサルティング会社に委託して民間事業
者から広く意見を募るが、必要に応じて市
の直接聞き取りもある。

問

答

　地方公共団体に個人情報保護法が適用される令和５年４月以降においても、遺族の権利利益の保
護を図ることを目的に、市が保有する死者情報の適正な取扱いについて必要な事項を定め、死者情
報の開示を請求する権利が明らかにされます。

個人情報保護法適用後も死者情報の開示請求権利が継続されます

災害時に、報道機関から死者に関する情報の請求があった場合の対応はどのようか。
瑞浪市情報公開条例においては、死者に関する情報も個人情報にあたるため、死者に関する情
報は原則として公開しない。

　国の法令等に基づきオンライン化が可能となる手続のみでなく、条
例により書面で行うこととされている本市の行政手続について、オン
ライン化が推進されます。

行政手続きのオンライン化の推進

高齢者の方など、デジタル機器の利用が困難な方への対応はどの
ようか。
紙を使用しての申請を継続するとともに、民間機関が主体的に進
める講習等を活用していく予定である。

問

答

問

答

　市の特産品の認知度向上や、農業体験の取組を積極的に図っていくため、指定管理業務の項目に
特産品ＰＲや農業体験等が追加されます。

きなぁた瑞浪の指定管理料が増額

当初より3,500万円が増額されているが、内容はどのようか。
500万円は令和5年度分のみの債務負担で、バーベキュー場の整備
に伴うWi-Fi等を整備する。3,000万円は令和8年度までの4年分を
計上しており、農畜産物のPR、情報発信にかかる業務等を追加し
た。ボーノポークブランドの定着のために情報発信に注力する。

問

答

運営について、PPPやPFI方式の導入も検討
すべきと考えるが、関連性はどのようか。
PPP等の様々な手法も含めて、持続可能な運
営ができる事業者を公募するために調査を
行う。

問

答

　稲津宅老所の後を利用して、要支援・事業対象者を含む高齢者等を対象とした体操やサロン等を
行う通いの場（通所型サービスB）が定期的に開催されます。

稲津町で通所型サービスBを実施

稲津宅老所後を利用した通所型サービスＢが実施されるとのこと
だが、新たな事業者が開業するのか。
高齢者の通いの場を確保したいとのことから、新たな住民ボラン
ティアが主体となってデイサービスを行う。

問

答

●PPP（ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ・ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ・ﾊﾟｰﾄﾅｰ
　ｼｯﾌﾟ）とは…
　官民が連携して公共サービスの提供を行う手
法をいいます。

●PFI（ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ・ﾌｧｲﾅﾝｽ・ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞ）とは…
　PPPの代表的な手法のひとつで、公共施設等の建設、維
持管理、運営等を民間の資金、経営能力及び技術的能力を
活用して行う手法をいいます。

 令和４年度  補正予算の審査 令和４年度  補正予算の審査 令和４年度  補正予算の審査 令和４年度  補正予算の審査

道の駅の施設配置イメージ

新たな通いの場となる旧稲津宅老所

建設中のバーベキュー場

総務民生文教委員会

　老朽化した農業用施設について、耕作の効率を上げ営農組織の経営力を強化す
ることを目的に「県経営体育成基盤整備事業」として生産基盤の再整備がおこな
われます。当該事業の実施には、受益者から分担金を徴収することになります。

ほ場整備地区の再整備に際し、受益者分担金を徴収

分担金の徴収スケジュールはどのようか。
日吉町常道・柄石地区を対象に事業を進めることとしており、令和6年度か
ら事業開始となるため、その際に分担金を徴収する予定である。

　瑞浪市新たな事業チャレンジ支援補助金は、審査会を設置して、専門的知見を有する外部の審査
員等による審査がおこなわれます。

瑞浪市新たな事業チャレンジ支援補助金の審査を外部の視点で

新たな事業チャレンジ支援事業は平成27年にできているが、なぜ今のタイミングで審査会を
設置するのか。
この事業により、これまでに創業者や店舗の増加など一定の成果が得られている。今後は、こ
の補助制度により地域の課題解消や地域の活性化を目指すことができるよう、専門的な知見を
もつ審査会委員の審査や評価を取り入れて補助金制度の有効活用を目指す。

問

答

問

答

経済建設委員会

令和4年度開催のスマホ教室

整備事業の対象地区

議第2号　瑞浪市死者の情報の取扱いに関する条例の制定について

議第3号　瑞浪市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定について

議第11号　瑞浪市分担金徴収条例の一部を改正する条例の制定について

議第12号　瑞浪市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について

介護保険事業特別会計　通所型サービス費（第1号通所事業費）　6,570万円

道の駅整備事業　1,698万6千円

【債務負担行為】農産物等直売所指定管理料　5,500万円

委員会の審査報告委員会の審査報告
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　道の駅の運営方法及び運営主体の検討等を行うため、民間事業者から広く意見、提案を求めるサ
ウンディング型市場調査が実施されます。

道の駅の運営方法を民間事業者からの資料収集

サウンディング調査の手法はどのようか。
コンサルティング会社に委託して民間事業
者から広く意見を募るが、必要に応じて市
の直接聞き取りもある。

問

答

　地方公共団体に個人情報保護法が適用される令和５年４月以降においても、遺族の権利利益の保
護を図ることを目的に、市が保有する死者情報の適正な取扱いについて必要な事項を定め、死者情
報の開示を請求する権利が明らかにされます。

個人情報保護法適用後も死者情報の開示請求権利が継続されます

災害時に、報道機関から死者に関する情報の請求があった場合の対応はどのようか。
瑞浪市情報公開条例においては、死者に関する情報も個人情報にあたるため、死者に関する情
報は原則として公開しない。

　国の法令等に基づきオンライン化が可能となる手続のみでなく、条
例により書面で行うこととされている本市の行政手続について、オン
ライン化が推進されます。

行政手続きのオンライン化の推進

高齢者の方など、デジタル機器の利用が困難な方への対応はどの
ようか。
紙を使用しての申請を継続するとともに、民間機関が主体的に進
める講習等を活用していく予定である。

問

答

問

答

　市の特産品の認知度向上や、農業体験の取組を積極的に図っていくため、指定管理業務の項目に
特産品ＰＲや農業体験等が追加されます。

きなぁた瑞浪の指定管理料が増額

当初より3,500万円が増額されているが、内容はどのようか。
500万円は令和5年度分のみの債務負担で、バーベキュー場の整備
に伴うWi-Fi等を整備する。3,000万円は令和8年度までの4年分を
計上しており、農畜産物のPR、情報発信にかかる業務等を追加し
た。ボーノポークブランドの定着のために情報発信に注力する。

問

答

運営について、PPPやPFI方式の導入も検討
すべきと考えるが、関連性はどのようか。
PPP等の様々な手法も含めて、持続可能な運
営ができる事業者を公募するために調査を
行う。

問

答

　稲津宅老所の後を利用して、要支援・事業対象者を含む高齢者等を対象とした体操やサロン等を
行う通いの場（通所型サービスB）が定期的に開催されます。

稲津町で通所型サービスBを実施

稲津宅老所後を利用した通所型サービスＢが実施されるとのこと
だが、新たな事業者が開業するのか。
高齢者の通いの場を確保したいとのことから、新たな住民ボラン
ティアが主体となってデイサービスを行う。

問

答

●PPP（ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ・ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ・ﾊﾟｰﾄﾅｰ
　ｼｯﾌﾟ）とは…
　官民が連携して公共サービスの提供を行う手
法をいいます。

●PFI（ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ・ﾌｧｲﾅﾝｽ・ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞ）とは…
　PPPの代表的な手法のひとつで、公共施設等の建設、維
持管理、運営等を民間の資金、経営能力及び技術的能力を
活用して行う手法をいいます。

 令和４年度  補正予算の審査 令和４年度  補正予算の審査 令和４年度  補正予算の審査 令和４年度  補正予算の審査

道の駅の施設配置イメージ

新たな通いの場となる旧稲津宅老所

建設中のバーベキュー場

総務民生文教委員会

　老朽化した農業用施設について、耕作の効率を上げ営農組織の経営力を強化す
ることを目的に「県経営体育成基盤整備事業」として生産基盤の再整備がおこな
われます。当該事業の実施には、受益者から分担金を徴収することになります。

ほ場整備地区の再整備に際し、受益者分担金を徴収

分担金の徴収スケジュールはどのようか。
日吉町常道・柄石地区を対象に事業を進めることとしており、令和6年度か
ら事業開始となるため、その際に分担金を徴収する予定である。

　瑞浪市新たな事業チャレンジ支援補助金は、審査会を設置して、専門的知見を有する外部の審査
員等による審査がおこなわれます。

瑞浪市新たな事業チャレンジ支援補助金の審査を外部の視点で

新たな事業チャレンジ支援事業は平成27年にできているが、なぜ今のタイミングで審査会を
設置するのか。
この事業により、これまでに創業者や店舗の増加など一定の成果が得られている。今後は、こ
の補助制度により地域の課題解消や地域の活性化を目指すことができるよう、専門的な知見を
もつ審査会委員の審査や評価を取り入れて補助金制度の有効活用を目指す。

問

答

問

答

経済建設委員会

令和4年度開催のスマホ教室

整備事業の対象地区

議第2号　瑞浪市死者の情報の取扱いに関する条例の制定について

議第3号　瑞浪市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定について

議第11号　瑞浪市分担金徴収条例の一部を改正する条例の制定について

議第12号　瑞浪市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について

介護保険事業特別会計　通所型サービス費（第1号通所事業費）　6,570万円

道の駅整備事業　1,698万6千円

【債務負担行為】農産物等直売所指定管理料　5,500万円

委員会の審査報告委員会の審査報告
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市政一般質問
小木曽 光佐子（新政みずなみ）
・集落支援員制度について
・受動喫煙防止対策について
福 永 泰 子（新政みずなみ）
・空き家の利活用について
犬 塚 利 彦（日本共産党）
・東濃厚生病院と土岐市立総合病院の統合について
・高齢難聴者を支援する補聴器補助金制度の創設について
柴田 幸一郎（新政みずなみ）
・木曽川水系連絡導水路事業について
柴 田　増 三（新政みずなみ）
・ＪＲ瑞浪駅周辺の再開発事業について
・「道の駅」整備事業について
・陶磁器のリサイクルについて
榛 葉　利 広（公明党）
・安心で安全な子育て環境の整備について
・支え合い助け合う地域社会の構築について
三輪田 幸泰（新政みずなみ）
・小中学校における造成法面等について

成 瀬 徳 夫（新政みずなみ）
・森林環境譲与税の活用について
・令和５年の瑞浪市議会議員一般選挙について
辻  　正 之（新政みずなみ）
・救命講習や火災予防に対する取り組みについて
・水道施設の事故対応について
渡 邉 康 弘（新政みずなみ）
・駅北複合公共施設における瑞浪市民図書館のあり方について
・瑞浪ボーノポークを核としたイベントについて
・きなぁた瑞浪バーベキュー場施設について
熊 谷 隆 男（新政みずなみ）
・市長提案説明にある「人口減少問題」について
・市長提案説明にある「地域活性化」について
奥 村 一 仁（新政みずなみ）
・マスクの着用について
・おむつのサブスクリプションについて
樋 田 翔 太（新政みずなみ）
・物品供給契約に係る物価高騰への対応について
・情報発信について

　市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求めます。
　3月定例会では13人の議員が25の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。 一般質問映像

検索はこちらから
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行
額
１
３
８
２
万
円
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
無
投
票
と
な
っ
た

こ
と
で
、
準
備
し
た
も
の
の
使

用
さ
れ
な
か
っ
た
資
材
等
の
費

用
は
約
１
７
７
万
円
で
、
主
な

も
の
は
入
場
券
や
投
票
用
紙
の

印
刷
費
用
、
選
挙
公
報
の
原
稿

作
成
費
等
で
あ
る
。
ま
た
、
投

開
票
事
務
の
職
員
人
件
費
や
期

日
前
及
び
当
日
の
立
会
人
報
酬
、

選
挙
運
動
用
自
動
車
の
借
り
上

げ
等
に
係
る
公
費
負
担
な
ど
不

要
と
な
っ
た
経
費
は
、
約
２
２

４
４
万
円
で
あ
る
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
】

成瀬徳夫（新政みずなみ）

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

と
森
林
環
境
譲
与
税
の
残
金
の

基
金
積
立
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源

と
し
て
森
林
経
営
管
理
法
関
連

事
業
と
災
害
防
止
森
林
整
備
事

業
の
２
つ
を
実
施
し
て
お
り
、

残
金
を
基
金
に
積
立
て
て
い
る
。

問答 問答令
和
５
年
執
行
の
市
議
選
予
算

　
　
　
　 

執
行
額
は
１
３
８
２
万
円

今
年
度
末
の
基
金
残
高
は
、
７

６
６
万
４
千
円
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
。
現
在
、
環
境
基
本
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
が
、

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
二
酸

化
炭
素
吸
収
源
と
な
る
森
林
資

源
の
活
用
も
課
題
と
し
て
考
え

て
い
る
。
　
　
　 【
経
済
部
長
】

置
に
よ
り
職
員
や
維
持
管
理
業

務
を
受
託
す
る
業
者
に
、
自
動

的
に
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
る
。

　
漏
水
事
故
の
復
旧
に
時
間
を

要
し
、
断
水
が
長
時
間
に
及
ぶ

場
合
は
、
防
災
行
政
無
線
や
絆

メ
ー
ル
等
に
よ
り
広
報
し
、
同

時
に
ポ
リ
タ
ン
ク
や
給
水
タ
ン

ク
を
積
載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
に
よ

る
応
急
給
水
の
対
応
を
開
始
す

る
。
ま
た
、
影
響
区
域
が
狭
い

場
合
は
個
別
訪
問
に
よ
り
状
況

を
説
明
し
て
い
る
。【

建
設
部
長
】

　
　
保
育
園
や
幼
児
園
、
小
中

学
校
に
お
け
る
「
命
を
守
る
訓

練
」
の
実
施
状
況
は
ど
の
よ
う

か
。

　
　
保
育
園
や
幼
児
園
、
小
中

学
校
に
お
け
る
命
を
守
る
訓
練

は
、
火
災
、
地
震
、
風
水
害
か

ら
安
全
に
避
難
で
き
る
こ
と
を

目
的
に
、
保
育
園
や
幼
児
園
で

は
毎
月
1
回
以
上
、
小
中
学
校

で
は
各
学
期
に
1
回
以
上
の
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

毎
年
1
回
消
防
職
員
が
立
ち
会

い
、通
報
訓
練
、初
期
消
火
訓
練
、

煙
体
験
な
ど
の
指
導
を
し
て
い

る
。　
　
　
　
　
　  【
消
防
長
】

辻　正之（新政みずなみ）

　
　
水
道
施
設
の
事
故
に
備
え

た
体
制
と
、
事
故
発
生
時
の
対

応
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
水
道
は
、
市
民
生
活
を
支

え
る
根
幹
的
な
公
共
施
設
で
あ

る
。
休
日
や
夜
間
な
ど
の
事
故

に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
職

員
を
2
名
1
組
で
3
班
の
緊
急

時
対
応
当
番
を
編
成
し
て
、
輪

番
制
で
事
故
へ
の
対
処
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
配
水
量
の
急
激

な
増
加
や
配
水
池
の
水
位
低
下

な
ど
、
配
水
施
設
に
異
常
事
態

が
発
生
し
た
際
に
は
、
監
視
装

問答 問答

初期消火訓練用消火器

駅
直
結
の
駅
北
改
札
口
の
設
置

渡邉康弘（新政みずなみ）

若
者
の
声
が
実
現
す
る

　 

フ
ェ
ス
・
マ
ル
シ
ェ
の
ま
ち
瑞
浪

　
　
子
ど
も
た
ち
、
若
者
、
現

場
の
声
を
受
け
止
め
、
瑞
浪
の

魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

「
瑞
浪
マ
ル
シ
ェ
」
を
実
施
し

て
は
ど
う
か
。

　
　「
瑞
浪
市
ま
ち
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
」
の
提
言

を
参
考
に
し
て
、
令
和
5
年
3

月
18
日
に
マ
ル
シ
ェ
や
ミ
ニ
映

画
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
学
生
の

ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
ミ
ラ

イ
創
ろ
ま
い
課
」
の
主
催
で
開

催
し
た
。
ま
た
、
令
和
4
年
度

に
は
市
民
公
園
に
て
若
者
有
志

に
よ
る
「
暮
ら
し
の
彩
り
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
等
、
民
間
の
方
が
自

発
的
に
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

い
る
。

　
市
が
主
体
で
は
な
く
、
若
者

の
自
発
的
な
活
躍
を
支
援
す
る

こ
と
で
、
こ
う
し
た
活
動
が
活

発
と
な
り
本
市
の
魅
力
が
発
信

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　 【
市
長
】

　
　
駅
北
複
合
公
共
施
設
と
瑞

浪
駅
を
直
結
す
る
改
札
口
を
設

置
し
利
便
性
の
向
上
を
目
指
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
駅
北
複
合
公
共
施
設
の
整

備
や
駅
北
駐
車
場
の
拡
張
を
行

う
に
あ
た
り
北
側
施
設
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
容
易
に
し
利
便
性
を

高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
施
設
の

魅
力
を
よ
り
高
め
来
訪
者
を
増

や
す
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
駅
北
改
札

口
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

　
現
在
、
整
備
に
向
け
J
R
東

海
と
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
駅

北
複
合
公
共
施
設
の
2
階
へ
直

接
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
方
法

も
含
め
実
現
に
向
け
課
題
や
条

件
等
の
整
理
を
す
る
。  【
理
事
】

問答 問答
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火
災
・
地
震
・
風
水
害
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
「
命
を
守
る
訓
練
」

水
道
施
設
の
事
故
に
備
え
た
対
応

市政一般質問
小木曽 光佐子（新政みずなみ）
・集落支援員制度について
・受動喫煙防止対策について
福 永 泰 子（新政みずなみ）
・空き家の利活用について
犬 塚 利 彦（日本共産党）
・東濃厚生病院と土岐市立総合病院の統合について
・高齢難聴者を支援する補聴器補助金制度の創設について
柴田 幸一郎（新政みずなみ）
・木曽川水系連絡導水路事業について
柴 田　増 三（新政みずなみ）
・ＪＲ瑞浪駅周辺の再開発事業について
・「道の駅」整備事業について
・陶磁器のリサイクルについて
榛 葉　利 広（公明党）
・安心で安全な子育て環境の整備について
・支え合い助け合う地域社会の構築について
三輪田 幸泰（新政みずなみ）
・小中学校における造成法面等について

成 瀬 徳 夫（新政みずなみ）
・森林環境譲与税の活用について
・令和５年の瑞浪市議会議員一般選挙について
辻  　正 之（新政みずなみ）
・救命講習や火災予防に対する取り組みについて
・水道施設の事故対応について
渡 邉 康 弘（新政みずなみ）
・駅北複合公共施設における瑞浪市民図書館のあり方について
・瑞浪ボーノポークを核としたイベントについて
・きなぁた瑞浪バーベキュー場施設について
熊 谷 隆 男（新政みずなみ）
・市長提案説明にある「人口減少問題」について
・市長提案説明にある「地域活性化」について
奥 村 一 仁（新政みずなみ）
・マスクの着用について
・おむつのサブスクリプションについて
樋 田 翔 太（新政みずなみ）
・物品供給契約に係る物価高騰への対応について
・情報発信について

　市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求めます。
　3月定例会では13人の議員が25の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。 一般質問映像

検索はこちらから

森
林
環
境
譲
与
税
の
積
立
基
金
は

　
　
　
　
　
　
　 

７
６
６
万
４
千
円

　
　
令
和
５
年
の
瑞
浪
市
議
会

選
挙
が
無
投
票
と
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
不
要
と
な
っ
た
選
挙

資
材
等
に
関
す
る
経
費
は
ど
れ

ほ
ど
で
あ
っ
た
か
。

　
　
令
和
５
年
執
行
の
瑞
浪
市

議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
け
る

予
算
額
３
６
２
６
万
円
に
対
し
、

執
行
額
１
３
８
２
万
円
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
無
投
票
と
な
っ
た

こ
と
で
、
準
備
し
た
も
の
の
使

用
さ
れ
な
か
っ
た
資
材
等
の
費

用
は
約
１
７
７
万
円
で
、
主
な

も
の
は
入
場
券
や
投
票
用
紙
の

印
刷
費
用
、
選
挙
公
報
の
原
稿

作
成
費
等
で
あ
る
。
ま
た
、
投

開
票
事
務
の
職
員
人
件
費
や
期

日
前
及
び
当
日
の
立
会
人
報
酬
、

選
挙
運
動
用
自
動
車
の
借
り
上

げ
等
に
係
る
公
費
負
担
な
ど
不

要
と
な
っ
た
経
費
は
、
約
２
２

４
４
万
円
で
あ
る
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
】

成瀬徳夫（新政みずなみ）

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

と
森
林
環
境
譲
与
税
の
残
金
の

基
金
積
立
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源

と
し
て
森
林
経
営
管
理
法
関
連

事
業
と
災
害
防
止
森
林
整
備
事

業
の
２
つ
を
実
施
し
て
お
り
、

残
金
を
基
金
に
積
立
て
て
い
る
。

問答 問答令
和
５
年
執
行
の
市
議
選
予
算

　
　
　
　 

執
行
額
は
１
３
８
２
万
円

今
年
度
末
の
基
金
残
高
は
、
７

６
６
万
４
千
円
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
。
現
在
、
環
境
基
本
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
が
、

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
二
酸

化
炭
素
吸
収
源
と
な
る
森
林
資

源
の
活
用
も
課
題
と
し
て
考
え

て
い
る
。
　
　
　 【
経
済
部
長
】

置
に
よ
り
職
員
や
維
持
管
理
業

務
を
受
託
す
る
業
者
に
、
自
動

的
に
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
る
。

　
漏
水
事
故
の
復
旧
に
時
間
を

要
し
、
断
水
が
長
時
間
に
及
ぶ

場
合
は
、
防
災
行
政
無
線
や
絆

メ
ー
ル
等
に
よ
り
広
報
し
、
同

時
に
ポ
リ
タ
ン
ク
や
給
水
タ
ン

ク
を
積
載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
に
よ

る
応
急
給
水
の
対
応
を
開
始
す

る
。
ま
た
、
影
響
区
域
が
狭
い

場
合
は
個
別
訪
問
に
よ
り
状
況

を
説
明
し
て
い
る
。【

建
設
部
長
】

　
　
保
育
園
や
幼
児
園
、
小
中

学
校
に
お
け
る
「
命
を
守
る
訓

練
」
の
実
施
状
況
は
ど
の
よ
う

か
。

　
　
保
育
園
や
幼
児
園
、
小
中

学
校
に
お
け
る
命
を
守
る
訓
練

は
、
火
災
、
地
震
、
風
水
害
か

ら
安
全
に
避
難
で
き
る
こ
と
を

目
的
に
、
保
育
園
や
幼
児
園
で

は
毎
月
1
回
以
上
、
小
中
学
校

で
は
各
学
期
に
1
回
以
上
の
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

毎
年
1
回
消
防
職
員
が
立
ち
会

い
、通
報
訓
練
、初
期
消
火
訓
練
、

煙
体
験
な
ど
の
指
導
を
し
て
い

る
。　
　
　
　
　
　  【
消
防
長
】

辻　正之（新政みずなみ）

　
　
水
道
施
設
の
事
故
に
備
え

た
体
制
と
、
事
故
発
生
時
の
対

応
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
水
道
は
、
市
民
生
活
を
支

え
る
根
幹
的
な
公
共
施
設
で
あ

る
。
休
日
や
夜
間
な
ど
の
事
故

に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
職

員
を
2
名
1
組
で
3
班
の
緊
急

時
対
応
当
番
を
編
成
し
て
、
輪

番
制
で
事
故
へ
の
対
処
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
配
水
量
の
急
激

な
増
加
や
配
水
池
の
水
位
低
下

な
ど
、
配
水
施
設
に
異
常
事
態

が
発
生
し
た
際
に
は
、
監
視
装

問答 問答

初期消火訓練用消火器

駅
直
結
の
駅
北
改
札
口
の
設
置

渡邉康弘（新政みずなみ）

若
者
の
声
が
実
現
す
る

　 

フ
ェ
ス
・
マ
ル
シ
ェ
の
ま
ち
瑞
浪

　
　
子
ど
も
た
ち
、
若
者
、
現

場
の
声
を
受
け
止
め
、
瑞
浪
の

魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

「
瑞
浪
マ
ル
シ
ェ
」
を
実
施
し

て
は
ど
う
か
。

　
　「
瑞
浪
市
ま
ち
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
」
の
提
言

を
参
考
に
し
て
、
令
和
5
年
3

月
18
日
に
マ
ル
シ
ェ
や
ミ
ニ
映

画
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
学
生
の

ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
ミ
ラ

イ
創
ろ
ま
い
課
」
の
主
催
で
開

催
し
た
。
ま
た
、
令
和
4
年
度

に
は
市
民
公
園
に
て
若
者
有
志

に
よ
る
「
暮
ら
し
の
彩
り
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
等
、
民
間
の
方
が
自

発
的
に
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

い
る
。

　
市
が
主
体
で
は
な
く
、
若
者

の
自
発
的
な
活
躍
を
支
援
す
る

こ
と
で
、
こ
う
し
た
活
動
が
活

発
と
な
り
本
市
の
魅
力
が
発
信

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　 【
市
長
】

　
　
駅
北
複
合
公
共
施
設
と
瑞

浪
駅
を
直
結
す
る
改
札
口
を
設

置
し
利
便
性
の
向
上
を
目
指
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
駅
北
複
合
公
共
施
設
の
整

備
や
駅
北
駐
車
場
の
拡
張
を
行

う
に
あ
た
り
北
側
施
設
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
容
易
に
し
利
便
性
を

高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
施
設
の

魅
力
を
よ
り
高
め
来
訪
者
を
増

や
す
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
駅
北
改
札

口
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

　
現
在
、
整
備
に
向
け
J
R
東

海
と
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
駅

北
複
合
公
共
施
設
の
2
階
へ
直

接
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
方
法

も
含
め
実
現
に
向
け
課
題
や
条

件
等
の
整
理
を
す
る
。  【
理
事
】

問答 問答

ミライ創ろまい課の主催イベント 幻となった新投票済証明書
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熊谷隆男（新政みずなみ）

　
　
地
域
活
性
化
の
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
は
担
い
手
の
創
出
で
あ
り
、

そ
の
具
体
的
な
施
策
は
ど
の
よ

う
か
。

　
　
地
域
の
担
い
手
を
育
成

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活

性
化
す
る
た
め
に
は
、
住
民
主

体
で
地
域
課
題
を
話
し
合
い
、

そ
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
市
は
各
地
区
の
地
域
計
画

策
定
を
支
援
し
て
い
く
。

　
こ
の
取
組
の
中
で
、
よ
り
多

く
の
人
に
地
域
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
自
治
会
活
動
や
ま

ち
づ
く
り
活
動
に
参
加
さ
れ
る

方
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で
あ

第
7
次
総
合
計
画
の

　
　
重
要
課
題
は
「
人
口
減
少
問
題
」

地
域
活
性
化
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は

　
　
　
　
　
　 
「
担
い
手
」
の
創
出

　
　
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て
、

主
体
的
に
対
応
す
る
部
署
を
第

7
次
総
合
計
画
で
の
組
織
見
直

し
に
合
わ
せ
て
明
確
に
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
第
7
次
総
合
計
画
に
合
わ

せ
て
組
織
の
見
直
し
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

　
こ
の
組
織
見
直
し
に
合
わ

せ
、
人
口
減
少
問
題
は
多
岐
に

わ
た
る
こ
と
か
ら
、
総
合
的
に

政
策
を
取
り
ま
と
め
る
部
署
を

設
け
、
明
確
に
位
置
付
け
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
具
体
的
な
施
策
や
事
業
は
各

部
署
で
取
組
を
進
め
、
必
要
に

応
じ
て
関
係
部
局
間
で
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
・

効
率
的
に
施
策
を
推
進
し
て
い

く
。
　
　
　
　
　
　
　 【
市
長
】

問答 問答

る
。
特
に
、
女
性
や
若
者
の
積

極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
た

い
。
　
　
　
　
　
　
　 【
市
長
】地域計画策定に向けた講演会

マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
の
方
針
は

　
　
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
の
導
入
は
、
保
護
者
と

保
育
士
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、

子
ど
も
と
過
ご
す
時
間
の
充
実

や
、
保
育
の
質
の
向
上
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。
導
入
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
お
む
つ
を
園
に
持
参
す
る

手
間
が
省
け
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
が
、
お
む
つ
の
種
類
が
選
択

で
き
ず
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
も

ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
ま
た
、
利

用
金
額
が
保
護
者
の
負
担
増
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
現
在
、

保
護
者
か
ら
導
入
に
つ
い
て
の

要
望
は
な
い
が
、
コ
ド
モ
ン
を

利
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
う
。
今
後
も
情
報
収
集
に
務

め
、
導
入
の
可
否
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。  【
民
生
部
次
長
】

奥村一仁（新政みずなみ）

　
　
政
府
は
、
３
月
13
日
か
ら

マ
ス
ク
の
着
用
を
個
人
の
判
断

に
委
ね
る
と
し
た
。
小
中
学
校
、

本
市
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
小
中
学
校
に
お
け
る
基
本

方
針
は
国
、
県
の
方
針
に
沿
っ

て
行
っ
て
お
り
、
４
月
以
降
は

個
人
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
を

基
本
方
針
と
す
る
。
マ
ス
ク
着

用
の
有
無
に
よ
る
差
別
や
偏
見

の
な
い
関
係
づ
く
り
が
重
要
で

あ
り
、
お
互
い
の
考
え
を
尊
重

し
合
え
る
児
童
生
徒
を
育
ん
で

い
く
。

　
本
市
の
方
針
は
県
が
示
し
た

問答 問答お
む
つ
の
定
額
利
用
の
導
入
を

方
針
と
同
様
と
し
、
着
用
は
個

人
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
と
す

る
。
こ
の
こ
と
は
、
防
災
行
政

無
線
や
市
の
Ｈ
Ｐ
等
を
活
用
し

て
、
市
民
の
皆
様
に
周
知
し
て

い
る
。
併
せ
て
マ
ス
ク
の
着
用

を
推
奨
す
る
場
面
、
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
周

知
し
て
い
る
。
引
き
続
き
感
染

防
止
対
策
を
徹
底
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
マ
ス
ク
の
着
用

に
つ
い
て
も
適
切
に
対
応
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
啓
発
を
進
め

て
い
く
。
　 【
教
育
長
・
市
長
】

連
携
に
よ
る
学
生
か
ら
の
事
業

提
案
は
S
N
S
の
活
用
に
関
す

る
も
の
が
多
く
、
そ
の
即
時
性

や
拡
散
性
に
着
目
し
た
若
者
な

ら
で
は
の
提
案
を
分
析
し
、
市

政
運
営
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

【
理
事
（兼）
総
務
部
長
】

　
　
物
価
高
騰
は
市
民
生
活
だ

け
で
な
く
、
小
売
業
者
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
指
定
物

品
な
ど
契
約
期
間
中
の
単
価
が

決
め
ら
れ
て
い
る
物
品
に
つ
い

て
価
格
を
途
中
で
見
直
す
こ
と

は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
短
期

間
で
の
入
札
を
行
う
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　
　
本
市
で
は
指
定
物
品
と
し

て
コ
ピ
ー
用
紙
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
、
黒
色
ゴ
ミ
袋
を
年

度
ご
と
に
単
価
契
約
し
て
い
る
。

社
会
情
勢
の
急
激
な
変
化
な
ど

に
よ
り
、
市
場
価
格
が
著
し
く

高
騰
し
た
場
合
に
は
、
受
注
者

と
の
協
議
に
よ
り
実
情
に
即
し

た
単
価
に
見
直
す
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。
社
会
情
勢
が
不
透
明

で
、
市
場
価
格
の
予
想
が
困
難

な
場
合
、
契
約
期
間
を
短
期
間

に
設
定
し
た
上
で
入
札
を
実
施

す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
　 【
理
事
（兼）
総
務
部
長
】

樋田翔太（新政みずなみ）

　
　
昨
年
よ
り
市
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
か
ら
S
N
S
や
Y
o
u 

T
u
b
e
に
よ
る
情
報
発
信
を

開
始
し
て
い
る
が
見
え
て
き
た

課
題
と
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
S
N
S
の
特
性
を
活
か
し

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
を
さ

ら
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
行
事
な
ど
の

告
知
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
実

施
し
た
様
子
を
写
真
や
動
画
で

発
信
し
、
参
加
で
き
な
か
っ
た

方
も
様
子
が
伝
わ
る
よ
う
な
情

報
発
信
が
必
要
と
考
え
る
。
ま

た
、
本
市
各
部
署
の
日
常
業
務

の
紹
介
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

有
効
な
情
報
や
取
組
に
つ
い
て

も
発
信
を
検
討
し
た
い
。
域
学

単
価
契
約
の
物
価
リ
ス
ク
緩
和

若
年
層
へ
情
報
発
信
の
強
化
を

問答 問答

市公式SNS

集
落
支
援
員
の
役
割
と
は
何
か

小木曽光佐子（新政みずなみ）

み
ず
な
み
健
康
21
第
3
次
計
画

　
　
　
　 

喫
煙
対
策
は
ど
う
す
る
か

　
　
特
定
検
診
に
お
け
る
喫
煙

率
は
平
成
27
年
か
ら
10
％
台
を

推
移
し
て
い
る
。
み
ず
な
み
健

康
21
第
3
次
計
画
で
は
禁
煙
対

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　
　
み
ず
な
み
健
康
21
第
3
次

計
画
策
定
時
に
お
い
て
も
、
喫

煙
率
の
低
下
を
目
標
指
標
と
し

た
ば
こ
の
害
に
関
す
る
教
育
・

啓
発
の
推
進
、
禁
煙
支
援
、
受

動
喫
煙
の
防
止
へ
の
取
組
を
行

う
。
特
に
妊
婦
の
禁
煙
支
援
や
、

妊
婦
と
乳
幼
児
へ
の
受
動
喫
煙

対
策
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

産
婦
訪
問
や
母
子
健
康
保
険
事

業
を
通
じ
て
禁
煙
を
継
続
で
き

る
支
援
を
強
化
し
て
い
く
。

　
禁
煙
治
療
費
補
助
事
業
は
今

年
度
で
終
了
す
る
が
、
禁
煙
を

希
望
す
る
方
に
は
、
保
健
師
が

禁
煙
の
支
援
を
実
施
し
て
い

く
。
　
　
　
　 【
民
生
部
次
長
】

　
　
集
落
支
援
員
の
仕
事
の
中

に
は
、「
過
疎
化
が
進
む
集
落

の
維
持
・
活
性
化
に
向
け
た
取

組
」
が
あ
る
が
、
現
状
で
は
役

割
が
果
た
せ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。

　
　
集
落
支
援
員
の
役
割
は
、

区
長
会
及
び
ま
ち
づ
く
り
推
進

組
織
の
運
営
支
援
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
地
域
活
性
化
、
地
域
の

状
況
や
課
題
の
把
握
と
課
題
解

決
へ
の
取
組
が
あ
る
。

　
令
和
5
年
度
に
は
各
地
区
に

お
い
て
、
地
域
住
民
が
主
体
と

な
り
、
地
域
の
課
題
や
将
来
像

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
課
題
解

決
や
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め

の
地
域
計
画
を
策
定
す
る
。
集

落
支
援
員
に
は
、
地
域
住
民
と

と
も
に
主
体
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。  【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

問答 問答

地元をRethink（再考する）

おむつのサブスクの
イメージ

※サブスクリプション…定額料金を支払い利用するサービス

市政一般質問市政一般質問

89



熊谷隆男（新政みずなみ）

　
　
地
域
活
性
化
の
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
は
担
い
手
の
創
出
で
あ
り
、

そ
の
具
体
的
な
施
策
は
ど
の
よ

う
か
。

　
　
地
域
の
担
い
手
を
育
成

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活

性
化
す
る
た
め
に
は
、
住
民
主

体
で
地
域
課
題
を
話
し
合
い
、

そ
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
市
は
各
地
区
の
地
域
計
画

策
定
を
支
援
し
て
い
く
。

　
こ
の
取
組
の
中
で
、
よ
り
多

く
の
人
に
地
域
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
自
治
会
活
動
や
ま

ち
づ
く
り
活
動
に
参
加
さ
れ
る

方
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で
あ

第
7
次
総
合
計
画
の

　
　
重
要
課
題
は
「
人
口
減
少
問
題
」

地
域
活
性
化
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は

　
　
　
　
　
　 

「
担
い
手
」
の
創
出

　
　
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て
、

主
体
的
に
対
応
す
る
部
署
を
第

7
次
総
合
計
画
で
の
組
織
見
直

し
に
合
わ
せ
て
明
確
に
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
第
7
次
総
合
計
画
に
合
わ

せ
て
組
織
の
見
直
し
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

　
こ
の
組
織
見
直
し
に
合
わ

せ
、
人
口
減
少
問
題
は
多
岐
に

わ
た
る
こ
と
か
ら
、
総
合
的
に

政
策
を
取
り
ま
と
め
る
部
署
を

設
け
、
明
確
に
位
置
付
け
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
具
体
的
な
施
策
や
事
業
は
各

部
署
で
取
組
を
進
め
、
必
要
に

応
じ
て
関
係
部
局
間
で
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
・

効
率
的
に
施
策
を
推
進
し
て
い

く
。
　
　
　
　
　
　
　 【
市
長
】

問答 問答

る
。
特
に
、
女
性
や
若
者
の
積

極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
た

い
。
　
　
　
　
　
　
　 【
市
長
】地域計画策定に向けた講演会

マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
の
方
針
は

　
　
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
の
導
入
は
、
保
護
者
と

保
育
士
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、

子
ど
も
と
過
ご
す
時
間
の
充
実

や
、
保
育
の
質
の
向
上
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。
導
入
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
お
む
つ
を
園
に
持
参
す
る

手
間
が
省
け
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
が
、
お
む
つ
の
種
類
が
選
択

で
き
ず
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
も

ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
ま
た
、
利

用
金
額
が
保
護
者
の
負
担
増
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
現
在
、

保
護
者
か
ら
導
入
に
つ
い
て
の

要
望
は
な
い
が
、
コ
ド
モ
ン
を

利
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
う
。
今
後
も
情
報
収
集
に
務

め
、
導
入
の
可
否
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。  【
民
生
部
次
長
】

奥村一仁（新政みずなみ）

　
　
政
府
は
、
３
月
13
日
か
ら

マ
ス
ク
の
着
用
を
個
人
の
判
断

に
委
ね
る
と
し
た
。
小
中
学
校
、

本
市
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
小
中
学
校
に
お
け
る
基
本

方
針
は
国
、
県
の
方
針
に
沿
っ

て
行
っ
て
お
り
、
４
月
以
降
は

個
人
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
を

基
本
方
針
と
す
る
。
マ
ス
ク
着

用
の
有
無
に
よ
る
差
別
や
偏
見

の
な
い
関
係
づ
く
り
が
重
要
で

あ
り
、
お
互
い
の
考
え
を
尊
重

し
合
え
る
児
童
生
徒
を
育
ん
で

い
く
。

　
本
市
の
方
針
は
県
が
示
し
た

問答 問答お
む
つ
の
定
額
利
用
の
導
入
を

方
針
と
同
様
と
し
、
着
用
は
個

人
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
と
す

る
。
こ
の
こ
と
は
、
防
災
行
政

無
線
や
市
の
Ｈ
Ｐ
等
を
活
用
し

て
、
市
民
の
皆
様
に
周
知
し
て

い
る
。
併
せ
て
マ
ス
ク
の
着
用

を
推
奨
す
る
場
面
、
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
周

知
し
て
い
る
。
引
き
続
き
感
染

防
止
対
策
を
徹
底
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
マ
ス
ク
の
着
用

に
つ
い
て
も
適
切
に
対
応
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
啓
発
を
進
め

て
い
く
。
　 【
教
育
長
・
市
長
】

連
携
に
よ
る
学
生
か
ら
の
事
業

提
案
は
S
N
S
の
活
用
に
関
す

る
も
の
が
多
く
、
そ
の
即
時
性

や
拡
散
性
に
着
目
し
た
若
者
な

ら
で
は
の
提
案
を
分
析
し
、
市

政
運
営
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

【
理
事
（兼）
総
務
部
長
】

　
　
物
価
高
騰
は
市
民
生
活
だ

け
で
な
く
、
小
売
業
者
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
指
定
物

品
な
ど
契
約
期
間
中
の
単
価
が

決
め
ら
れ
て
い
る
物
品
に
つ
い

て
価
格
を
途
中
で
見
直
す
こ
と

は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
短
期

間
で
の
入
札
を
行
う
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　
　
本
市
で
は
指
定
物
品
と
し

て
コ
ピ
ー
用
紙
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
、
黒
色
ゴ
ミ
袋
を
年

度
ご
と
に
単
価
契
約
し
て
い
る
。

社
会
情
勢
の
急
激
な
変
化
な
ど

に
よ
り
、
市
場
価
格
が
著
し
く

高
騰
し
た
場
合
に
は
、
受
注
者

と
の
協
議
に
よ
り
実
情
に
即
し

た
単
価
に
見
直
す
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。
社
会
情
勢
が
不
透
明

で
、
市
場
価
格
の
予
想
が
困
難

な
場
合
、
契
約
期
間
を
短
期
間

に
設
定
し
た
上
で
入
札
を
実
施

す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
　 【
理
事
（兼）
総
務
部
長
】

樋田翔太（新政みずなみ）

　
　
昨
年
よ
り
市
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
か
ら
S
N
S
や
Y
o
u 

T
u
b
e
に
よ
る
情
報
発
信
を

開
始
し
て
い
る
が
見
え
て
き
た

課
題
と
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
S
N
S
の
特
性
を
活
か
し

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
を
さ

ら
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
行
事
な
ど
の

告
知
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
実

施
し
た
様
子
を
写
真
や
動
画
で

発
信
し
、
参
加
で
き
な
か
っ
た

方
も
様
子
が
伝
わ
る
よ
う
な
情

報
発
信
が
必
要
と
考
え
る
。
ま

た
、
本
市
各
部
署
の
日
常
業
務

の
紹
介
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

有
効
な
情
報
や
取
組
に
つ
い
て

も
発
信
を
検
討
し
た
い
。
域
学

単
価
契
約
の
物
価
リ
ス
ク
緩
和

若
年
層
へ
情
報
発
信
の
強
化
を

問答 問答

市公式SNS

集
落
支
援
員
の
役
割
と
は
何
か

小木曽光佐子（新政みずなみ）

み
ず
な
み
健
康
21
第
3
次
計
画

　
　
　
　 

喫
煙
対
策
は
ど
う
す
る
か

　
　
特
定
検
診
に
お
け
る
喫
煙

率
は
平
成
27
年
か
ら
10
％
台
を

推
移
し
て
い
る
。
み
ず
な
み
健

康
21
第
3
次
計
画
で
は
禁
煙
対

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　
　
み
ず
な
み
健
康
21
第
3
次

計
画
策
定
時
に
お
い
て
も
、
喫

煙
率
の
低
下
を
目
標
指
標
と
し

た
ば
こ
の
害
に
関
す
る
教
育
・

啓
発
の
推
進
、
禁
煙
支
援
、
受

動
喫
煙
の
防
止
へ
の
取
組
を
行

う
。
特
に
妊
婦
の
禁
煙
支
援
や
、

妊
婦
と
乳
幼
児
へ
の
受
動
喫
煙

対
策
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

産
婦
訪
問
や
母
子
健
康
保
険
事

業
を
通
じ
て
禁
煙
を
継
続
で
き

る
支
援
を
強
化
し
て
い
く
。

　
禁
煙
治
療
費
補
助
事
業
は
今

年
度
で
終
了
す
る
が
、
禁
煙
を

希
望
す
る
方
に
は
、
保
健
師
が

禁
煙
の
支
援
を
実
施
し
て
い

く
。
　
　
　
　 【
民
生
部
次
長
】

　
　
集
落
支
援
員
の
仕
事
の
中

に
は
、「
過
疎
化
が
進
む
集
落

の
維
持
・
活
性
化
に
向
け
た
取

組
」
が
あ
る
が
、
現
状
で
は
役

割
が
果
た
せ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。

　
　
集
落
支
援
員
の
役
割
は
、

区
長
会
及
び
ま
ち
づ
く
り
推
進

組
織
の
運
営
支
援
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
地
域
活
性
化
、
地
域
の

状
況
や
課
題
の
把
握
と
課
題
解

決
へ
の
取
組
が
あ
る
。

　
令
和
5
年
度
に
は
各
地
区
に

お
い
て
、
地
域
住
民
が
主
体
と

な
り
、
地
域
の
課
題
や
将
来
像

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
課
題
解

決
や
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め

の
地
域
計
画
を
策
定
す
る
。
集

落
支
援
員
に
は
、
地
域
住
民
と

と
も
に
主
体
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。  【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

問答 問答

地元をRethink（再考する）
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木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業
は

　
　 

瑞
浪
市
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が

福永泰子（新政みずなみ）

　
　
地
域
の
活
動
団
体
等
が
管

理
し
て
い
る
空
き
家
に
対
し
て

も
、
補
助
制
度
の
対
象
に
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
空
き
家
等
改
修
補
助
金

は
、
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク

へ
の
登
録
を
推
進
す
る
た
め
、

バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件
を

対
象
に
し
て
い
る
。
ま
ち
づ
く

り
推
進
組
織
等
が
管
理
し
て
い

空
き
家
の
利
活
用
の
現
状
は

補
助
制
度
の
拡
充
を

　
　
瑞
浪
市
の
空
き
家
の
補
助

制
度
と
空
き
家
に
対
す
る
地
域

の
活
動
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
平
成
26
年
度
よ
り
「
空
き

家
・
空
き
地
バ
ン
ク
制
度
」
を

運
用
し
、
移
住
者
が
行
う
当
該

バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
空
き
家

物
件
の
居
住
を
目
的
と
し
た
改

修
に
対
し
、
上
限
1
0
0
万
円

の
「
空
き
家
等
改
修
補
助
金
」

を
交
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
移

住
希
望
者
の
円
滑
な
移
住
を
促

進
す
る
た
め
に
、
令
和
３
年
10

月
に
空
き
家
の
所
有
者
が
行
う

空
き
家
の
家
財
道
具
等
の
処
分

費
に
対
し
、上
限
10
万
円
の
「
空

き
家
家
財
道
具
等
処
分
費
補
助

金
」
を
創
設
し
た
。

　
地
域
に
お
け
る
空
き
家
対
策

活
動
は
、
大
湫
町
で
は
平
成
26

年
に
「
大
湫
町
転
入
対
策
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で

に
50
名
以
上
が
移
住
、
釜
戸
町

は
令
和
４
年
４
月
に
「
か
ま
ど

空
き
家
活
用
・
移
住
促
進
チ
ー

ム
」
を
立
ち
上
げ
、
６
世
帯
13

名
が
移
住
し
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き

な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

問答 問答

る
物
件
に
つ
い
て
も
、
バ
ン
ク

に
登
録
さ
れ
る
こ
と
で
補
助
の

対
象
と
な
る
。
地
域
の
主
体
的

な
空
き
家
対
策
へ
の
取
組
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、

地
域
の
活
動
団
体
等
の
管
理
す

る
空
き
家
の
利
活
用
に
繋
が
る

制
度
と
な
る
よ
う
検
討
し
た

い
。  【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

空き家・空き地バンクのサイト

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
必
要
な

　
　
　
　
　
　
　 

市
内
の
総
合
病
院

　
　
補
聴
器
を
必
要
と
す
る
市

民
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
補
聴
器
補
助
金
制

度
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
今
年
度
「
在
宅
介
護
実
態

調
査
」
の
中
で
、
補
聴
器
の
必

要
性
に
つ
い
て
の
問
い
を
新
た

に
設
け
市
民
の
実
態
を
把
握
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
難
聴
は
全
国
共
通

の
課
題
で
あ
り
、
高
齢
者
支
援

施
策
と
し
て
全
国
一
律
の
基
準

で
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
全
国
市
長
会
か
ら
国
に
対

し
「
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器

購
入
に
対
す
る
補
助
制
度
を
創

設
す
る
こ
と
」
を
要
望
し
て
お

り
、
国
、
県
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
。
　
　
　 【
民
生
部
長
】

犬塚利彦（日本共産党）

　
　
東
濃
厚
生
病
院
の
存
続
を

求
め
る
会
に
「
新
病
院
へ
の
通

院
費
の
増
加
が
さ
ら
に
高
齢
者

の
家
計
費
を
圧
迫
す
る
。
市
内

に
総
合
病
院
を
残
し
て
ほ
し

い
。」
と
切
実
な
声
が
多
く
届

い
て
い
る
。
市
内
に
総
合
病
院

が
な
く
な
る
こ
と
で
市
民
の
経

済
的
負
担
が
大
き
く
な
る
が
、

市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
新
病
院
へ
の
交
通
ア
ク
セ

ス
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
市
民

問答 問答難
聴
者
に
と
っ
て
補
聴
器
が
必
要

の
皆
様
よ
り
こ
れ
ま
で
最
も
多

く
の
意
見
や
要
望
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
実
際
、
市
の
中
心
部

も
含
め
市
内
全
域
に
お
い
て
交

通
ア
ク
セ
ス
の
確
保
が
必
要
と

な
る
。
市
民
の
新
病
院
へ
の
交

通
ア
ク
セ
ス
は
最
重
要
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
で
き

る
だ
け
大
き
な
負
担
と
な
ら
な

い
よ
う
、
運
営
を
担
う
J
A
岐

阜
厚
生
連
と
と
も
に
し
っ
か
り

と
考
え
て
い
く
。
　
　 【
市
長
】

る
。
瑞
浪
市
は
、
市
長
が
検
討

の
場
の
構
成
員
、
副
市
長
が
幹

事
会
の
構
成
員
と
し
て
会
議
に

参
加
し
て
い
る
。
幹
事
会
で
は

5
回
の
検
討
会
が
開
催
さ
れ
、

平
成
6
年
の
異
常
渇
水
の
経
験

か
ら
、
速
や
か
に
ダ
ム
検
証
を

終
え
、
導
水
路
の
早
期
完
成
を

求
め
る
意
見
が
多
く
出
さ
れ
て

い
る
。   【
建
設
部
長
・
副
市
長
】

　
　
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路

事
業
は
、
瑞
浪
市
に
お
い
て
ど

の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
。

　
　
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路

事
業
は
、
徳
山
ダ
ム
の
水
を
導

水
路
に
よ
っ
て
木
曽
川
及
び
長

良
川
へ
流
す
事
業
で
あ
る
。
本

事
業
の
目
的
は
、
正
常
な
流
水

機
能
の
維
持
と
、
新
規
利
水
の

供
給
で
あ
る
。
木
曽
川
の
放
流

先
は
坂
祝
町
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

直
接
的
な
効
果
は
な
い
。
し
か

し
、
木
曽
川
水
系
の
ダ
ム
群
を

一
体
と
し
て
運
用
を
行
う
こ
と

で
、
異
常
渇
水
時
に
取
水
制
限

の
緩
和
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
民
が
安
全
で
安
心
で
き

る
生
活
を
送
る
上
で
大
変
効
果

的
な
事
業
と
考
え
る
。

【
建
設
部
長
】

柴田幸一郎（新政みずなみ）

　
　
異
常
渇
水
時
に
瑞
浪
市
を

含
む
東
濃
・
可
茂
地
域
に
取
水

緩
和
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

本
市
の
役
割
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
国
土
交
通
省
、
水
資
源
機

構
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
、

名
古
屋
市
及
び
関
係
9
市
町
で

構
成
さ
れ
て
い
る
「
検
討
の
場
」

と
「
幹
事
会
」
で
、
事
業
の
必

要
性
、
進
捗
見
込
、
コ
ス
ト
縮

減
等
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

本
市
と
導
水
路
事
業
の
関
係
は

問答 問答

徳山ダムの様子

ど
う
な
る
瑞
浪
駅
周
辺
再
開
発

柴田増三（新政みずなみ）

道
の
駅
へ
の
思
い
は

　
　
ど
の
よ
う
な
「
道
の
駅
」
と

す
る
の
か
。

　
　「
ま
ち
と
と
も
に
育
つ
道

の
駅
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
大

湫
宿
、
竜
吟
の
滝
な
ど
各
地
域

の
多
様
な
観
光
資
源
・
地
域
資

源
を
活
用
し
、
賑
わ
い
を
市
全

体
に
波
及
さ
せ
る
場
と
し
て
、

市
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
と
新

た
な
魅
力
創
出
に
寄
与
す
る
拠

点
と
し
た
い
。

　
土
岐
川
や
佐
々
良
木
川
、
上

平
用
水
を
活
用
し
、
訪
れ
た

方
々
の
心
が
和
む
よ
う
な
気
持

ち
の
い
い
水
辺
空
間
を
創
出

し
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
定
期

的
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
。
ま
た
、地
域
の
方
々

が
日
用
品
や
サ
ー
ビ
ス
等
を
手

に
入
れ
ら
れ
る
よ
ろ
ず
や
を
設

置
し
、
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え

る
。

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業

や
瑞
浪
恵
那
道
路
の
開
通
を
期

に
瑞
浪
市
が
さ
ら
に
発
展
す
る

第
一
段
階
と
し
て
、
道
の
駅
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。【

市
長
】

　
　
マ
ン
シ
ョ
ン
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
等
事
業
協
力
者
が
確
保
で

き
な
か
っ
た
場
合
の
駅
南
地
区

の
市
街
地
再
開
発
事
業
及
び
、

駅
北
地
区
の
「
複
合
公
共
施
設
」

を
先
行
し
て
整
備
す
る
意
義
は

ど
の
よ
う
か
。

　
　
事
業
協
力
者
が
現
れ
な
け

れ
ば
保
留
床
処
分
が
難
し
く
、

駅
南
地
区
は
市
街
地
再
開
発
事

業
と
い
う
手
法
を
断
念
し
、
市

に
よ
る
公
共
事
業
対
応
、
地
権

者
に
よ
る
優
良
建
築
物
等
整
備

事
業
、
既
存
建
物
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
等
別
の
方
法
で
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
く
こ
と
も
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
駅
北
複
合
公
共
施
設
は
事
業

全
体
の
集
客
の
き
っ
か
け
と
な

り
エ
リ
ア
の
魅
力
を
高
め
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
先
行
整
備
に

よ
り
駅
南
地
区
の
市
街
地
再
開

発
事
業
の
進
捗
に
繋
げ
た
い
。

【
理
事
】
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木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業
は

　
　 

瑞
浪
市
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が

福永泰子（新政みずなみ）

　
　
地
域
の
活
動
団
体
等
が
管

理
し
て
い
る
空
き
家
に
対
し
て

も
、
補
助
制
度
の
対
象
に
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
空
き
家
等
改
修
補
助
金

は
、
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク

へ
の
登
録
を
推
進
す
る
た
め
、

バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件
を

対
象
に
し
て
い
る
。
ま
ち
づ
く

り
推
進
組
織
等
が
管
理
し
て
い

空
き
家
の
利
活
用
の
現
状
は

補
助
制
度
の
拡
充
を

　
　
瑞
浪
市
の
空
き
家
の
補
助

制
度
と
空
き
家
に
対
す
る
地
域

の
活
動
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
平
成
26
年
度
よ
り
「
空
き

家
・
空
き
地
バ
ン
ク
制
度
」
を

運
用
し
、
移
住
者
が
行
う
当
該

バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
空
き
家

物
件
の
居
住
を
目
的
と
し
た
改

修
に
対
し
、
上
限
1
0
0
万
円

の
「
空
き
家
等
改
修
補
助
金
」

を
交
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
移

住
希
望
者
の
円
滑
な
移
住
を
促

進
す
る
た
め
に
、
令
和
３
年
10

月
に
空
き
家
の
所
有
者
が
行
う

空
き
家
の
家
財
道
具
等
の
処
分

費
に
対
し
、上
限
10
万
円
の
「
空

き
家
家
財
道
具
等
処
分
費
補
助

金
」
を
創
設
し
た
。

　
地
域
に
お
け
る
空
き
家
対
策

活
動
は
、
大
湫
町
で
は
平
成
26

年
に
「
大
湫
町
転
入
対
策
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で

に
50
名
以
上
が
移
住
、
釜
戸
町

は
令
和
４
年
４
月
に
「
か
ま
ど

空
き
家
活
用
・
移
住
促
進
チ
ー

ム
」
を
立
ち
上
げ
、
６
世
帯
13

名
が
移
住
し
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き

な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

問答 問答

る
物
件
に
つ
い
て
も
、
バ
ン
ク

に
登
録
さ
れ
る
こ
と
で
補
助
の

対
象
と
な
る
。
地
域
の
主
体
的

な
空
き
家
対
策
へ
の
取
組
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、

地
域
の
活
動
団
体
等
の
管
理
す

る
空
き
家
の
利
活
用
に
繋
が
る

制
度
と
な
る
よ
う
検
討
し
た

い
。  【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

空き家・空き地バンクのサイト

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
必
要
な

　
　
　
　
　
　
　 

市
内
の
総
合
病
院

　
　
補
聴
器
を
必
要
と
す
る
市

民
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
補
聴
器
補
助
金
制

度
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
今
年
度
「
在
宅
介
護
実
態

調
査
」
の
中
で
、
補
聴
器
の
必

要
性
に
つ
い
て
の
問
い
を
新
た

に
設
け
市
民
の
実
態
を
把
握
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
難
聴
は
全
国
共
通

の
課
題
で
あ
り
、
高
齢
者
支
援

施
策
と
し
て
全
国
一
律
の
基
準

で
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
全
国
市
長
会
か
ら
国
に
対

し
「
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器

購
入
に
対
す
る
補
助
制
度
を
創

設
す
る
こ
と
」
を
要
望
し
て
お

り
、
国
、
県
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
。
　
　
　 【
民
生
部
長
】

犬塚利彦（日本共産党）

　
　
東
濃
厚
生
病
院
の
存
続
を

求
め
る
会
に
「
新
病
院
へ
の
通

院
費
の
増
加
が
さ
ら
に
高
齢
者

の
家
計
費
を
圧
迫
す
る
。
市
内

に
総
合
病
院
を
残
し
て
ほ
し

い
。」
と
切
実
な
声
が
多
く
届

い
て
い
る
。
市
内
に
総
合
病
院

が
な
く
な
る
こ
と
で
市
民
の
経

済
的
負
担
が
大
き
く
な
る
が
、

市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
新
病
院
へ
の
交
通
ア
ク
セ

ス
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
市
民

問答 問答難
聴
者
に
と
っ
て
補
聴
器
が
必
要

の
皆
様
よ
り
こ
れ
ま
で
最
も
多

く
の
意
見
や
要
望
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
実
際
、
市
の
中
心
部

も
含
め
市
内
全
域
に
お
い
て
交

通
ア
ク
セ
ス
の
確
保
が
必
要
と

な
る
。
市
民
の
新
病
院
へ
の
交

通
ア
ク
セ
ス
は
最
重
要
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
で
き

る
だ
け
大
き
な
負
担
と
な
ら
な

い
よ
う
、
運
営
を
担
う
J
A
岐

阜
厚
生
連
と
と
も
に
し
っ
か
り

と
考
え
て
い
く
。
　
　 【
市
長
】

る
。
瑞
浪
市
は
、
市
長
が
検
討

の
場
の
構
成
員
、
副
市
長
が
幹

事
会
の
構
成
員
と
し
て
会
議
に

参
加
し
て
い
る
。
幹
事
会
で
は

5
回
の
検
討
会
が
開
催
さ
れ
、

平
成
6
年
の
異
常
渇
水
の
経
験

か
ら
、
速
や
か
に
ダ
ム
検
証
を

終
え
、
導
水
路
の
早
期
完
成
を

求
め
る
意
見
が
多
く
出
さ
れ
て

い
る
。   【
建
設
部
長
・
副
市
長
】

　
　
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路

事
業
は
、
瑞
浪
市
に
お
い
て
ど

の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
。

　
　
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路

事
業
は
、
徳
山
ダ
ム
の
水
を
導

水
路
に
よ
っ
て
木
曽
川
及
び
長

良
川
へ
流
す
事
業
で
あ
る
。
本

事
業
の
目
的
は
、
正
常
な
流
水

機
能
の
維
持
と
、
新
規
利
水
の

供
給
で
あ
る
。
木
曽
川
の
放
流

先
は
坂
祝
町
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

直
接
的
な
効
果
は
な
い
。
し
か

し
、
木
曽
川
水
系
の
ダ
ム
群
を

一
体
と
し
て
運
用
を
行
う
こ
と

で
、
異
常
渇
水
時
に
取
水
制
限

の
緩
和
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
民
が
安
全
で
安
心
で
き

る
生
活
を
送
る
上
で
大
変
効
果

的
な
事
業
と
考
え
る
。

【
建
設
部
長
】

柴田幸一郎（新政みずなみ）

　
　
異
常
渇
水
時
に
瑞
浪
市
を

含
む
東
濃
・
可
茂
地
域
に
取
水

緩
和
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

本
市
の
役
割
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
国
土
交
通
省
、
水
資
源
機

構
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
、

名
古
屋
市
及
び
関
係
9
市
町
で

構
成
さ
れ
て
い
る
「
検
討
の
場
」

と
「
幹
事
会
」
で
、
事
業
の
必

要
性
、
進
捗
見
込
、
コ
ス
ト
縮

減
等
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

本
市
と
導
水
路
事
業
の
関
係
は

問答 問答

徳山ダムの様子

ど
う
な
る
瑞
浪
駅
周
辺
再
開
発

柴田増三（新政みずなみ）

道
の
駅
へ
の
思
い
は

　
　
ど
の
よ
う
な
「
道
の
駅
」
と

す
る
の
か
。

　
　「
ま
ち
と
と
も
に
育
つ
道

の
駅
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
大

湫
宿
、
竜
吟
の
滝
な
ど
各
地
域

の
多
様
な
観
光
資
源
・
地
域
資

源
を
活
用
し
、
賑
わ
い
を
市
全

体
に
波
及
さ
せ
る
場
と
し
て
、

市
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
と
新

た
な
魅
力
創
出
に
寄
与
す
る
拠

点
と
し
た
い
。

　
土
岐
川
や
佐
々
良
木
川
、
上

平
用
水
を
活
用
し
、
訪
れ
た

方
々
の
心
が
和
む
よ
う
な
気
持

ち
の
い
い
水
辺
空
間
を
創
出

し
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
定
期

的
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
。
ま
た
、地
域
の
方
々

が
日
用
品
や
サ
ー
ビ
ス
等
を
手

に
入
れ
ら
れ
る
よ
ろ
ず
や
を
設

置
し
、
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え

る
。

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業

や
瑞
浪
恵
那
道
路
の
開
通
を
期

に
瑞
浪
市
が
さ
ら
に
発
展
す
る

第
一
段
階
と
し
て
、
道
の
駅
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。【

市
長
】

　
　
マ
ン
シ
ョ
ン
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
等
事
業
協
力
者
が
確
保
で

き
な
か
っ
た
場
合
の
駅
南
地
区

の
市
街
地
再
開
発
事
業
及
び
、

駅
北
地
区
の
「
複
合
公
共
施
設
」

を
先
行
し
て
整
備
す
る
意
義
は

ど
の
よ
う
か
。

　
　
事
業
協
力
者
が
現
れ
な
け

れ
ば
保
留
床
処
分
が
難
し
く
、

駅
南
地
区
は
市
街
地
再
開
発
事

業
と
い
う
手
法
を
断
念
し
、
市

に
よ
る
公
共
事
業
対
応
、
地
権

者
に
よ
る
優
良
建
築
物
等
整
備

事
業
、
既
存
建
物
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
等
別
の
方
法
で
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
く
こ
と
も
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
駅
北
複
合
公
共
施
設
は
事
業

全
体
の
集
客
の
き
っ
か
け
と
な

り
エ
リ
ア
の
魅
力
を
高
め
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
先
行
整
備
に

よ
り
駅
南
地
区
の
市
街
地
再
開

発
事
業
の
進
捗
に
繋
げ
た
い
。

【
理
事
】
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榛葉利広（公明党）

　
　
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む

な
か
、
高
齢
者
な
ど
の
外
出
や

買
い
物
支
援
に
つ
い
て
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

　
　
社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化

に
伴
い
、
地
域
に
お
い
て
は
商

店
・
交
通
機
関
・
医
療
等
「
生

活
イ
ン
フ
ラ
」
が
弱
体
化
し
、

高
齢
者
を
中
心
に
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
外
出
や
買
い
物
支
援
に
つ
い

て
は
、
現
在
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
を
周
知
す
る
こ
と
、
公
共

交
通
の
充
実
を
図
る
こ
と
、
ま

た
、
地
域
の
課
題
は
自
治
会
及

び
ま
ち
づ
く
り
推
進
組
織
が
最

も
よ
く
把
握
し
て
い
る
た
め
、

奨
学
金
代
理
返
還
制
度
の
導
入
を

外
出
・
買
い
物
支
援
の
充
実
を

　
　
奨
学
金
の
代
理
返
還
制
度

を
導
入
す
る
企
業
に
対
す
る
行

政
か
ら
の
支
援
制
度
を
創
設
し
、

学
生
と
企
業
と
地
域
社
会
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
こ
の
制
度
は
、
国
も
推
奨

し
特
別
交
付
税
措
置
の
対
象
と

さ
れ
て
お
り
、
企
業
に
と
っ
て

は
、
自
社
の
求
人
訴
求
力
と
な

る
だ
け
で
な
く
賃
上
げ
促
進
税

制
の
対
象
と
な
り
、
若
者
に

と
っ
て
は
生
活
支
援
や
企
業
定

着
に
つ
な
が
り
、
自
治
体
と
し

て
も
雇
用
促
進
、
人
口
定
着
に

つ
な
が
る
、
い
わ
ば
三
方
良
し

の
制
度
と
い
え
る
。
た
だ
し
、

全
国
的
に
実
施
す
る
自
治
体
が

一
部
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
、

十
分
な
利
用
が
な
い
こ
と
も
あ

り
、
他
の
自
治
体
の
先
進
事
例

や
制
度
運
用
の
課
題
な
ど
を
参

考
に
今
後
の
検
討
課
題
と
す

る
。
　
　
　
　
　
　
　 【
市
長
】

問答 問答

買
い
物
支
援
が
課
題
と
な
る
地

域
が
あ
れ
ば
、
地
域
と
連
携
し

共
に
支
援
策
を
考
え
た
い
。
ま

た
、
地
域
に
あ
る
商
店
を
残
す

こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
現
在
営

業
中
の
商
店
の
買
い
支
え
も
、

地
域
で
で
き
る
取
組
と
考
え

る
。
　
　
　
　
　
　 
　【
市
長
】

食の問題としての買い物困難者

小
中
学
校
に
お
け
る
造
成
法
面
等
の

　
　
　
　
　
　
　 

災
害
発
生
状
況
は

　
　
稲
津
小
学
校
の
北
側
盛
土

法
面
は
、
高
さ
が
5
.
0
m
以

上
の
大
規
模
盛
土
造
成
地
と
同

じ
規
模
で
あ
る
。
今
後
は
、
造

成
法
面
等
に
対
し
て
更
に
点
検

を
強
化
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
点
検
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
造
成
法
面
に
限
ら

ず
、
校
舎
、
敷
地
全
体
に
つ
い

て
教
職
員
に
よ
る
日
々
の
安
全

点
検
に
よ
り
異
常
が
無
い
か
を

確
認
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
、

学
校
に
よ
り
判
断
が
難
し
い
場

合
な
ど
は
、
教
育
委
員
会
に
て

必
要
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
保
護
者
に
よ
る
愛
校
作

業
や
地
域
の
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
際
な
ど
に
、
直
接
あ

る
い
は
学
校
を
通
じ
て
異
変
箇

所
等
の
連
絡
が
あ
れ
ば
、
現
地

を
確
認
し
そ
の
都
度
対
応
し
て

い
る
。
造
成
法
面
等
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
注
視
し
て

い
く
が
、
各
小
中
学
校
に
お
い

て
特
別
に
点
検
強
化
す
る
考
え

は
な
い
。

　
引
き
続
き
、
安
全
点
検
や
草

刈
な
ど
の
際
に
異
常
を
発
見
し

報
告
を
受
け
た
場
合
は
、
迅
速

な
対
応
を
取
っ
て
い
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】

三輪田幸泰（新政みずなみ）

　
　
小
中
学
校
の
敷
地
は
全
て

造
成
地
で
あ
る
が
、
災
害
の
発

生
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
近
年
に
お
け
る
学
校
施
設

で
の
災
害
発
生
状
況
は
、
平
成

29
年
8
月
に
明
世
小
学
校
の
敷

地
内
道
路
の
山
側
の
切
土
法
面

の
表
層
が
崩
れ
た
も
の
と
、
令

和
2
年
7
月
に
稲
津
小
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
盛
土
法
面
が
崩
れ

た
も
の
の
２
件
が
発
生
し
て
い

る
。
い
ず
れ
も
豪
雨
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
。

問答 問答造
成
法
面
等
の
点
検
強
化
は

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】

稲津小学校北法面盛土復旧箇所

3月定例会議決結果一覧（全会一致の案件）

３月定例会議決結果一覧（賛否が分かれた案件）

政務活動費の支給額　1カ月8千円から1万円に増額へ
　議長(加藤輔之議員)は採決に加わらない。 ※採決結果は、〇＝賛成　●＝反対

条　例
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案　件 議案番号 発　　　議 採決結果付託先

※議第16号、議題17号は、内容を分かり易くするため、議案名の後に【　】で補足しています。

案　件 議案番号 議　案　名 採決結果付託先
議第 2号
議第 3号
議第 4号
議第 5号

議第10号
議第11号
議第12号

総務民生文教
経  済  建  設
経  済  建  設

議第13号

議第 6号

議第 7号

議第 8号

議第 9号

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

議第 1号
議第14号
議第15号
議第16号
議第17号
議第18号
議第19号
議第20号
議第21号
議第22号
議第24号
議第25号
議第26号
議第27号
議第28号
議第29号

可決
可決
可決
可決

可決
可決
可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意
同意
同意
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

総務民生文教

̶
̶
̶

経  済  建  設
経  済  建  設
予  算  決  算
予  算  決  算
予  算  決  算
予  算  決  算
予  算  決  算
予  算  決  算
予  算  決  算
予  算  決  算
予  算  決  算
予  算  決  算
予  算  決  算

瑞浪市死者の情報の取扱いに関する条例の制定について
瑞浪市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定について
瑞浪市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市避難行動要支援者に係る名簿情報の提供等に関する条例の制定について

瑞浪市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市分担金徴収条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市子ども発達支援センターの設置及び管理に関する条例及び瑞浪市子ども・子育
て会議条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例の制定について
瑞浪市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例の制定について

瑞浪市化石博物館の設置及び管理に関する条例及び瑞浪市市之瀬廣太記念美術館の設
置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市監査委員の選任につき同意を求めることについて
瑞浪市公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて
瑞浪市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
財産の取得について【ごみ袋の購入】
工事請負契約の締結について【一般国道 19号線ほか１路線道路改良工事】
令和４年度瑞浪市一般会計補正予算（第１２号）
令和４年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）
令和４年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
令和４年度瑞浪市水道事業会計補正予算（第２号）
令和４年度瑞浪市下水道事業会計補正予算（第２号）
令和５年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計予算
令和５年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計予算
令和５年度瑞浪市介護保険事業特別会計予算
令和５年度瑞浪市駐車場事業特別会計予算
令和５年度瑞浪市水道事業会計予算
令和５年度瑞浪市下水道事業会計予算

総務民生文教
総務民生文教
総務民生文教
総務民生文教

その他 発議第 1号 特別委員会の設置について 可決

予算 議第
23号 令和 5年度瑞浪市一般会計予算 予算

決算 可決 〇 〇議
長 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

　政務活動費は、議員の調査研究その他の活動に役立てるため必要な経費の一部として、地方自治
法等に基づき交付されるものです。
　市長より、議会の活性化と審議能力の強化のために交付額を引き上げる条例改正案が、特別職報
酬等審議会への諮問、答申を経て、３月定例会に上程されました。市議会では本議案を可決し、政
務活動費は１人当たりの月額８千円から１万円に増額となります。交付金を有効に活用し、市民の
負託に応えるべく議員活動の充実を図ってまいります。

市政一般質問議決結果一覧等
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榛葉利広（公明党）

　
　
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む

な
か
、
高
齢
者
な
ど
の
外
出
や

買
い
物
支
援
に
つ
い
て
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

　
　
社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化

に
伴
い
、
地
域
に
お
い
て
は
商

店
・
交
通
機
関
・
医
療
等
「
生

活
イ
ン
フ
ラ
」
が
弱
体
化
し
、

高
齢
者
を
中
心
に
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
外
出
や
買
い
物
支
援
に
つ
い

て
は
、
現
在
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
を
周
知
す
る
こ
と
、
公
共

交
通
の
充
実
を
図
る
こ
と
、
ま

た
、
地
域
の
課
題
は
自
治
会
及

び
ま
ち
づ
く
り
推
進
組
織
が
最

も
よ
く
把
握
し
て
い
る
た
め
、

奨
学
金
代
理
返
還
制
度
の
導
入
を

外
出
・
買
い
物
支
援
の
充
実
を

　
　
奨
学
金
の
代
理
返
還
制
度

を
導
入
す
る
企
業
に
対
す
る
行

政
か
ら
の
支
援
制
度
を
創
設
し
、

学
生
と
企
業
と
地
域
社
会
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
こ
の
制
度
は
、
国
も
推
奨

し
特
別
交
付
税
措
置
の
対
象
と

さ
れ
て
お
り
、
企
業
に
と
っ
て

は
、
自
社
の
求
人
訴
求
力
と
な

る
だ
け
で
な
く
賃
上
げ
促
進
税

制
の
対
象
と
な
り
、
若
者
に

と
っ
て
は
生
活
支
援
や
企
業
定

着
に
つ
な
が
り
、
自
治
体
と
し

て
も
雇
用
促
進
、
人
口
定
着
に

つ
な
が
る
、
い
わ
ば
三
方
良
し

の
制
度
と
い
え
る
。
た
だ
し
、

全
国
的
に
実
施
す
る
自
治
体
が

一
部
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
、

十
分
な
利
用
が
な
い
こ
と
も
あ

り
、
他
の
自
治
体
の
先
進
事
例

や
制
度
運
用
の
課
題
な
ど
を
参

考
に
今
後
の
検
討
課
題
と
す

る
。
　
　
　
　
　
　
　 【
市
長
】

問答 問答

買
い
物
支
援
が
課
題
と
な
る
地

域
が
あ
れ
ば
、
地
域
と
連
携
し

共
に
支
援
策
を
考
え
た
い
。
ま

た
、
地
域
に
あ
る
商
店
を
残
す

こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
現
在
営

業
中
の
商
店
の
買
い
支
え
も
、

地
域
で
で
き
る
取
組
と
考
え

る
。
　
　
　
　
　
　 

　【
市
長
】

食の問題としての買い物困難者

小
中
学
校
に
お
け
る
造
成
法
面
等
の

　
　
　
　
　
　
　 

災
害
発
生
状
況
は

　
　
稲
津
小
学
校
の
北
側
盛
土

法
面
は
、
高
さ
が
5
.
0
m
以

上
の
大
規
模
盛
土
造
成
地
と
同

じ
規
模
で
あ
る
。
今
後
は
、
造

成
法
面
等
に
対
し
て
更
に
点
検

を
強
化
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
点
検
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
造
成
法
面
に
限
ら

ず
、
校
舎
、
敷
地
全
体
に
つ
い

て
教
職
員
に
よ
る
日
々
の
安
全

点
検
に
よ
り
異
常
が
無
い
か
を

確
認
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
、

学
校
に
よ
り
判
断
が
難
し
い
場

合
な
ど
は
、
教
育
委
員
会
に
て

必
要
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
保
護
者
に
よ
る
愛
校
作

業
や
地
域
の
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
際
な
ど
に
、
直
接
あ

る
い
は
学
校
を
通
じ
て
異
変
箇

所
等
の
連
絡
が
あ
れ
ば
、
現
地

を
確
認
し
そ
の
都
度
対
応
し
て

い
る
。
造
成
法
面
等
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
注
視
し
て

い
く
が
、
各
小
中
学
校
に
お
い

て
特
別
に
点
検
強
化
す
る
考
え

は
な
い
。

　
引
き
続
き
、
安
全
点
検
や
草

刈
な
ど
の
際
に
異
常
を
発
見
し

報
告
を
受
け
た
場
合
は
、
迅
速

な
対
応
を
取
っ
て
い
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】

三輪田幸泰（新政みずなみ）

　
　
小
中
学
校
の
敷
地
は
全
て

造
成
地
で
あ
る
が
、
災
害
の
発

生
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
近
年
に
お
け
る
学
校
施
設

で
の
災
害
発
生
状
況
は
、
平
成

29
年
8
月
に
明
世
小
学
校
の
敷

地
内
道
路
の
山
側
の
切
土
法
面

の
表
層
が
崩
れ
た
も
の
と
、
令

和
2
年
7
月
に
稲
津
小
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
盛
土
法
面
が
崩
れ

た
も
の
の
２
件
が
発
生
し
て
い

る
。
い
ず
れ
も
豪
雨
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
。

問答 問答造
成
法
面
等
の
点
検
強
化
は

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】

稲津小学校北法面盛土復旧箇所
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可決
可決
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瑞浪市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定について
瑞浪市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市避難行動要支援者に係る名簿情報の提供等に関する条例の制定について

瑞浪市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市分担金徴収条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市子ども発達支援センターの設置及び管理に関する条例及び瑞浪市子ども・子育
て会議条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例の制定について
瑞浪市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例の制定について

瑞浪市化石博物館の設置及び管理に関する条例及び瑞浪市市之瀬廣太記念美術館の設
置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市監査委員の選任につき同意を求めることについて
瑞浪市公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて
瑞浪市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
財産の取得について【ごみ袋の購入】
工事請負契約の締結について【一般国道 19号線ほか１路線道路改良工事】
令和４年度瑞浪市一般会計補正予算（第１２号）
令和４年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）
令和４年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
令和４年度瑞浪市水道事業会計補正予算（第２号）
令和４年度瑞浪市下水道事業会計補正予算（第２号）
令和５年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計予算
令和５年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計予算
令和５年度瑞浪市介護保険事業特別会計予算
令和５年度瑞浪市駐車場事業特別会計予算
令和５年度瑞浪市水道事業会計予算
令和５年度瑞浪市下水道事業会計予算

総務民生文教
総務民生文教
総務民生文教
総務民生文教

その他 発議第 1号 特別委員会の設置について 可決

予算 議第
23号 令和 5年度瑞浪市一般会計予算 予算

決算 可決 〇 〇議
長 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

　政務活動費は、議員の調査研究その他の活動に役立てるため必要な経費の一部として、地方自治
法等に基づき交付されるものです。
　市長より、議会の活性化と審議能力の強化のために交付額を引き上げる条例改正案が、特別職報
酬等審議会への諮問、答申を経て、３月定例会に上程されました。市議会では本議案を可決し、政
務活動費は１人当たりの月額８千円から１万円に増額となります。交付金を有効に活用し、市民の
負託に応えるべく議員活動の充実を図ってまいります。

市政一般質問議決結果一覧等
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新たなるスタート

経済建設委員会

総務民生文教委員会

リニア・瑞浪恵那道路・新丸山ダム特別委員会

議会改革特別委員会

総合計画特別委員会

予算決算委員会

議
長
　
　
加
藤 

輔
之
　

　
議
員
改
選
後
の
役
員
選
挙
に
お
い
て
、
議
員
各
位

の
ご
推
挙
に
よ
り
第
58
代
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
今
回
の
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
一
つ
の
選

挙
区
に
な
っ
て
以
降
初
め
て
の
無
投
票
と
な
り
、
議

会
と
し
て
も
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
議

員
定
数
適
性
化
の
検
討
に
議
会
を
あ
げ
て
取
り
組
む

所
存
で
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
第
７
次
瑞
浪
市
総
合
計
画
の
策

定
年
で
あ
り
、
本
市
が
目
指
す
将
来
像
の
実
現
の
た

め
に
、
議
会
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
市
議
会
は
、
市
民
の
皆
様
の
目
線
で
行
政

を
監
視
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
声
を
市
政
に
届
け

る
代
弁
者
と
し
て
「
市
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る

議
会
」
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

副
議
長
　
柴
田 

幸
一
郎

　
３
月
定
例
会
に
お
い
て
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
受

け
、
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議

長
の
補
佐
役
と
し
て
、
民
主
的
か
つ
公
正
公
平
に
議

会
運
営
に
あ
た
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
住
民
福
祉
の
向

上
の
た
め
に
議
会
の
機
能
を
発
揮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
２
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
無
投
票
当
選
と
な

り
本
市
で
も
議
員
の
な
り
手
不
足
が
浮
き
彫
り
に
な

り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
に
市
議
会
の
活
動
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
努
力
が
足
り
な
い
も
の
と
反
省
し
、

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
の
推
進
に
向
け
議
会
一
丸
と

な
っ
て
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
市
民
の

皆
様
に
は
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

議会運営委員会

常任委員会

特別委員会

　令和5年2月の瑞浪市議会議員選挙により、現職14名と新人2名の顔ぶれで新たな市議会がスタート
しました。女性議員3名を含む30代から70代の幅広い年代の議員により、市民の声を市政に届けられ
るよう幅広くみなさまからご意見を聴取してまいります。
　令和5年から令和9年までの任期中には、東濃中部病院、瑞浪駅周辺再開発、瑞浪市道の駅などの大
規模建設事業にかかる課題があります。市民から負託を受けた市議会議員は、新たな気持ちと個性を活
かし全力で議会活動に取り組んでまいります

委員会の構成

広報広聴委員会

円滑な議会運営のため、運営上の諸問題について協議し議員間会派間の調整を図ります。
総務部、まちづくり推進部、民生部、教育委員会等の所管に属する事項を審査します。

経済部、農業委員会、建設部、消防本部の所管に属す事項を審査します。

予算や決算の議案を審査します。議会が市の事業を評価する事務も担当します。

広報紙「議会ちゃんねる。」の編集や議会報告会の企画開催を担当します。

リニア中央新幹線、瑞浪恵那道路、新丸山ダムの建設にかかる諸問題を調査研究します。

議会の活性化を図る「議会改革」の取り組みに係る諸問題を調査研究します。

第７次瑞浪市総合計画の策定状況や内容について調査研究します。

副委員長委員長

委員会メンバー
榛葉 利広
渡邉 康弘
熊谷 隆男
三輪田 幸泰
柴田 増三
成瀬 徳夫
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委員長
副委員長
委員
委員
委員
委員
委員
委員

委員会メンバー
辻 正之
成瀬 徳夫
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熊谷 隆男
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小木曽 光佐子
大久保 京子　　委員　他全議員

委員長
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副委員長委員長

副委員長委員長

副委員長委員長

委員会メンバー
奥村 一仁
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委員長
副委員長 副委員長委員長

副委員長委員長

委員長

副委員長委員長

議長副議長あいさつ・委員会の構成新たなるスタート・委員会の構成
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選
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当
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の
な
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市
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す
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議会運営委員会

常任委員会

特別委員会

　令和5年2月の瑞浪市議会議員選挙により、現職14名と新人2名の顔ぶれで新たな市議会がスタート
しました。女性議員3名を含む30代から70代の幅広い年代の議員により、市民の声を市政に届けられ
るよう幅広くみなさまからご意見を聴取してまいります。
　令和5年から令和9年までの任期中には、東濃中部病院、瑞浪駅周辺再開発、瑞浪市道の駅などの大
規模建設事業にかかる課題があります。市民から負託を受けた市議会議員は、新たな気持ちと個性を活
かし全力で議会活動に取り組んでまいります

委員会の構成

広報広聴委員会

円滑な議会運営のため、運営上の諸問題について協議し議員間会派間の調整を図ります。
総務部、まちづくり推進部、民生部、教育委員会等の所管に属する事項を審査します。

経済部、農業委員会、建設部、消防本部の所管に属す事項を審査します。

予算や決算の議案を審査します。議会が市の事業を評価する事務も担当します。

広報紙「議会ちゃんねる。」の編集や議会報告会の企画開催を担当します。

リニア中央新幹線、瑞浪恵那道路、新丸山ダムの建設にかかる諸問題を調査研究します。

議会の活性化を図る「議会改革」の取り組みに係る諸問題を調査研究します。

第７次瑞浪市総合計画の策定状況や内容について調査研究します。
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新病院建設の動き新病院建設の動き 市民の皆さまの大きな関心ごとである病院統合について、
議会の内容や進捗状況などを随時報告してまいります。

令和5年第1回東濃中部病院事務組合議会定例会
令和5年2月16日

（令和4年11月29日以降の進捗状況）

　土岐市議会議場にて令和 5年第 1回定例会が開催され、組合から提出された条例議案７件、予算議案４件、
その他議案 3件について審査しました。審議の結果、すべての議案について可決、認定されました。

土岐市及び瑞浪市休日急病診療所
の設置及び管理に関する条例につ
いて

東濃中部病院事務組合と東濃西部
広域行政事務組合との間の医師確
保奨学資金等の貸付等に係る事務
の事務委託に関する規約について

議案名 内容
提出された主な議案とその内容

　土岐市及び瑞浪市休日急病診療所組合の解散に伴い、
東濃中部病院事務組合がその事務を承継するため必要
な事項を定めるものです。土岐市及び瑞浪市休日急病診
療所は、引き続き開設されます。

　東濃地域の医療機関における医師確保のために東濃
西部広域行政事務組合が行う医師確保奨学金貸付制度
について、新病院に勤務する医師を対象とするため、同
行政事務組合に事務委託を行うにあたり、必要な事項を
定めるものです。
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が
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取
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。
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日（
火
）9
時
〜
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新病院ニュース・どうする議員定数・編集後記

　コロナ禍で中止となっていた土岐川堤防沿いの桜並木「さくらさくらの散歩道」のライトアップが

3年ぶりに行われました。3月25日(土)から4月2日(日)の間、今年は昼だけでなく夜も桜を楽しむこと

ができ、久しぶりの夜桜に酔いしれた方も多かったのではないでしょうか。 

　満開の桜のような賑わいを取り戻し、笑顔が咲き誇るよう願っています。

タイトル「夜桜」　さくらさくらの散歩道　撮影者　加藤典子　様　(明世町)
表紙等に掲載する写真を募集しています。詳しくは市議会ホームページをご覧ください。

どうする⁉ 議員定数
　本年2月の瑞浪市議会議員一般選挙は、1971年に一選挙区制となって以降、初めての無投票と
いう結果となりました。議員は選挙の洗礼を受け当選することで、自信と活力の向上につながり、
議会も活性化することから、無投票という結果は議員にとっても残念であると言わざるを得ませ
ん。この状況を踏まえ、本市議会は、全議員による「議員定数検討会」を立ち上げ、適正な議員
定数について議論を始めました。
　瑞浪市選挙管理委員会委員長は、「市民の投票する機会が失われたことは大変残念。議員のな
り手不足の問題と合わせ、投票率の向上に向けた課題について、市民ともども検証せねばならな
い。」とコメントを出されました。
　3月29日には、瑞浪市連合自治会から市議会に対し、議員定数の適正化等の課題について、
早々に審議し結論を出すよう申入書が提出されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　議会ちゃんねるでは、議員定数に関する検討状況を随時お伝えしてまいります。
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